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LIFULLエンジニア組織概要

※組織はデフォルメされております
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エンジニア人材不足への対応

課題 ゴールの状態 取り組みサマリ

①エンジニア人材の獲得
(エンジニアグローバル開発体制)

事業の状況に合わせてスピー
ディーに拡張できる体制獲得

• 海外開発拠点の設立
• 海外拠点連携の促進
• グローバル開発戦略TF

②開発生産性向上 3年で1.5倍(2021年-2024年)
• 生産性の詳細な可視化
• プロセス改善
• システム改善(負債対応)

生産量 = 人数 x 生産性(単位あたりの生産量)

職能別組織組成
サイトアーキテクチャ

刷新開始
賃貸アーキテクチャ

刷新開始
生産性指標
の取得開始

開発生産性向上

ベトナム開発拠点連携
強化開始

マレーシア開発拠点
設立

ベトナム開発拠点連携
専門チーム組成

グローバル開発体制

タスクフォース
組成

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

ロードマップ



LIFULLエンジニア像 – LIFULLの求めるエンジニア像

1 問題・課題に対して本質を考え続ける

2 建設的にエンジニアとして伝え・表現し続ける

3
世の中は変化していくものだと理解し、自分自身も変化し続け、
周囲の人・環境も変えていく

4 それらを成し得る技術力を身につける

ex. その課題は本当にその解決策でいいのか、前提条件や既存の枠組みにとらわれずアプ
ローチを考え、より理想に近づける選択をする

ex. プロダクトをどんどん作って発信・ものを見せて語る
ex. 技術的負債をしっかりと進言し返済計画をたてる

ex. 今までのやり方にこだわらず、変化を恐れず受け入れる
ex.前向きな提案で周囲の変化を起こしていく

ex.エンジニアとしての広範な知識や、突き抜けたスペシャリティにより表現のレベル、考
えられる幅を広げていく

エンジニアとして経営をリードする



LIFULL HOME'Sのシステムの構成 注文住宅

売却査定

不動産投資

まちむすび

不動産アーカイブ

まちむすび



LIFULLのエンジニア組織・システム境界

LH事業本部
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事業部制 職能制

アサイン
• 担当マーケットは流動的
• 「PJ」としてアサイン

技術的観点
• 技術に焦点を当てた、進
化はすることができた

• ドメイン知識は薄くなる

アサイン
• マーケット固定

技術的課題
• 技術スタックはバラバラ
• 技術的な交流もなし
• マーケットに閉じている
ので早かった

LH事業本部

賃貸 売買 注文住宅
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業
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ク
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事業部制

アサイン
• 担当マーケットは固定

技術的観点
• システムは横断だが、組
織はマーケット別なので、
横断的な動きがしにくい

システム境界



生成AIの運用への適応

GitHub ActionsからのLLM利用

• GitHub Actions Self-hosted runnersを利用したコードレビュー(今後は過去の障害情報も参考に

したい)

Slack AutomationsによるLLMノーコードツール利用

• 生成AI Slack Bot 作成とそれに伴う作業自動化（翻訳、要約）

Chrome Extension

• エクステンションでLLMを利用。Grafana上でのエラーメッセージなどをサポート

• ドキュメントの要約/翻訳

など

https://www.lifull.blog/entry/2024/08/29/173000#GitHub-Actions%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%AELLM%E5%88%A9%E7%94%A8

https://www.lifull.blog/entry/2024/08/29/173000


Appendix



生成AIプロダクト構築

2023年の5月より専門チームを組成し外部に向けたプロダクト開発を実施。

また、社内でもタスクフォースを組成し、横断的な取り組みも実施中。



調査概要
対象：LIFULL単体従業員(正社員・契約社員)有効回答数 649名
期間：2024年3月18日～3月26日
形式：アンケート

・71.8％（466名）が「生成AIを活用して業務効率化できている」と回答。
・効率化時間は月間4時間未満が全体の36.5％と最も多いが、月間8時間以上も全体の13.7％

業務時間を創出できている従業員のうち52.7%にあたる342名は生成AIの活用に
よって「業務の質も向上した」と回答。

コア業務(目標達成に直接的に繋がる行動をしている時間)の比率が前年同期間比
で3.6%～6％ほど向上

半年間で7割以上の社員が活用し、業務効率化の
実感を得ている。社内浸透の一歩目としては成
功だと考えることができる。

所感

社内取り組みの成果



推進体制

活動統括TF

・6名のメンバー(※1)＋執行役員2名(※2)で構成

・上記に加え、部門毎の生成AI活用推進リーダーを31名擁立

※1 ) 6名のメンバーは、情報システム部門、AI系部門、経営管理部門、人事

部門等、全社浸透の中心となる「詳しい人」を選出

※2 ) 執行役員はシステム管掌,管理本部管掌

推進へのタイムライン

2022年12月～ 2023年3月 2023年3月頃～ 2023年5月 2023年6月 2023年11月

役員内で情報共有、生成
AIに対して取り組む姿勢
を固める

生成AI利用に関するガイ
ドラインの策定

全社員に生成AIの情報と
社内での動きを定期的に
インプット

生成AIプロダクト開発
チームの立ち上げ

社内での生成AI利活用タ
スクフォースを組成

全社での生成AI利活用表
彰イベント開始

•執行役員、取締役に生
成AIに関するインプット
を複数回実施

•既存のAI利用のガイド
ラインをベースに一部生
成AIに関する部分をアッ
プデート

•月一実施している全社
の総会でプレゼンテー
ションを毎月開始

•エンジニアを中心に各
部門からメンバーを集め
組成。AI経験はほぼない
メンバー
•KGIはプロトタイプ開発
&プレスリリース数とし
た

•すべての社員が生成AI
を利活用し生産性を向上
している状態を作り出す
こと」が目的

•毎月の全社総会で全社
員の前で表彰。インタ
ビューし各事例での工夫
を横展開している

経営層から全社員まで浸透させるために「理解」の促進から実施していった。また、何より「モメンタム」は大切にしていた。
興味があり能動的に動いてくれているメンバーとも連携しながらトップダウン、ボトムアップで施策を実行していった。
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